
さいたま市

北陸新幹線の金沢延伸や北海道新幹線開業を契機とし、さいたま市では2015年から「東日本連
携・創生フォーラム」を開催。新幹線でつながる東日本の各都市と、広域連携による経済の活性化
を図っている。東日本連携では、物産・食などの地域資源の販路拡大やその資源を活用した観光
PRを各市と実施しているほか、産学官連携による事業拡大も図っている。今回は東日本連携に積
極的に取り組んでいるさいたま市長の清水勇人氏、会津若松市長の室井照平氏、函館市長の大
泉潤氏の３氏が、都市間連携による相互メリットやビジネス環境、企業における事業拡大の可能
性について語り合った。 制作／東洋経済企画広告制作チーム

東日本の玄関口
「さいたま市」

さいたま市

都市間連携による
広域ビジネス拠点

「週刊東洋経済」2月26日発売号　_アスペクト　さいたま市　B案
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図3　ICT産業が集まる会津若松市の環境整備
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ICTオフィス「スマートシティAiCT」入居企業

市外からの
機能移転事業者
（33社）
※主に大手企業

地元事業者
（9社）
※主にベンチャー等

首都圏等のICT関連企業の移転に加え、地域
のICT関連企業も入居しており、AiCTの入居
企業間でのイノベーションが生み出される

一般社団法人AiCTコンソーシアム

正会員
（41社）

サポート会員
（53社）

2021年6月に設立。AiCT入居企業、首都圏
等大企業、地元企業等で構成されたスマート
シティプロジェクトの実施主体

※2023年9月時点 ※2023年12月時点

図1　「まるまるひがしにほん」のイメージ
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況
を
呈
し
て
お
り
、
人
口
で
も
全
国

ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
転
入
超
過
自
治
体
で

あ
る
な
ど
、
働
き
盛
り
の
子
育
て
世
代

に
選
ば
れ
、
優
秀
な
人
材
を
確
保
し
や

す
い
と
い
う
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り

ま
す
（
図
５
）。
Ｂ
Ｃ
Ｐ
の
観
点
で
は
、

内
陸
都
市
か
つ
安
定
し
た
地
盤
の
上
に

立
ち
、
将
来
的
な
災
害
リ
ス
ク
も
低
い

想
定
と
な
っ
て
い
て
、
企
業
が
バ
ッ
ク

ア
ッ
プ
拠
点
を
構
え
る
の
に
も
ふ
さ
わ

し
い
場
所
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

産
学
官
連
携
に
よ
る
、

東
日
本
の
ビ
ジ
ネ
ス
強
化

室
井
　地
域
に
新
し
い
仕
事
や
雇
用
を

生
み
出
す
こ
と
も
重
要
で
す
。
私
た
ち

は
「
魅
力
的
な
働
く
場
の
あ
る
会
津
若

松
」を
目
指
す
中
で
、ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ

の
取
り
組
み
を
始
め
ま
し
た
。
産
学
官

の
連
携
を
深
め
、
会
津
若
松
発
の
標
準

的
な
モ
デ
ル
を
構
築
し
、
国
内
の
他
地

域
に
横
展
開
し
て
い
く
こ
と
を
心
が
け

て
き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
デ
ジ
タ
ル

田
園
都
市
国
家
構
想
の
申
請
・
採
択
に

つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

大
泉
　産
学
官
の
連
携
は
都
市
を
活
気

づ
け
て
く
れ
ま
す
よ
ね
。
函
館
市
の
主

要
な
産
業
で
あ
る
漁
業
は
、
主
力
の
魚

種
で
あ
る
イ
カ
や
コ
ン
ブ
の
漁
獲
量
減

少
や
、
後
継
者
不
足
が
深
刻
な
課
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、「
つ
く
り
育

て
る
漁
業
」
へ
の
転
換
を
図
り
、
国
の

交
付
金
を
活
用
し
て
、
北
海
道
大
学
な

ど
と
の
連
携
に
よ
る
日
本
初
と
な
る
キ

ン
グ
サ
ー
モ
ン
と
コ
ン
ブ
の
完
全
養
殖

の
研
究
を
実
施
。
22
年
、
キ
ン
グ
サ
ー

し
、
さ
い
た
ま
市
や
函
館
市
な
ど
の
構

成
自
治
体
と
上
手
に
連
携
す
る
こ
と

が
、
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
の
創
出
・
拡

大
に
つ
な
が
る
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

大
泉
　「函
館
物
産
展
」
で
は
、
目
玉

企
画
の
１
つ
と
し
て
、
新
幹
線
を
使
っ

た
輸
送
に
よ
る
朝
捕
れ
生
鮮
品
の
販
売

を
行
い
ま
し
た
。
朝
、
函
館
市
の
入
舟

沖
で
漁
獲
し
た
鮮
魚
を
す
ぐ
に
加
工
・

輸
送
す
る
と
、
新
鮮
な
状
態
で
大
宮
で

も
食
べ
ら
れ
ま
す
。
今
後
も
新
幹
線
を

使
っ
た
取
り
組
み
を
拡
充
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

清
水
　東
日
本
連
携
は
、
地
域
の
経
済

圏
が
広
が
る
こ
と
で
、
各
都
市
の
ポ
テ

ン
シ
ャ
ル
が
高
ま
り
、
新
た
な
ビ
ジ
ネ

ス
チ
ャ
ン
ス
が
生
ま
れ
る
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。
新
幹
線
延
伸
の
機
を
逸
す
る

こ
と
な
く
、
さ
い
た
ま
市
が
各
都
市
の

地
域
活
性
化
を
リ
ー
ド
し
て
い
く
と

と
も
に
、
企
業
を
含
め
多
く
の
皆
様
に

お
越
し
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
さ
い
た
ま
市
は
東
日
本
の
玄
関

口
、
交
通
結
節
点
で
あ
り
、
企
業
の
事

業
拠
点
や
取
引
先
が
あ
る
各
都
市
ま

で
の
ア
ク
セ
ス
は
抜
群
で
す
。
ま
た
拠

点
進
出
後
も
ビ
ジ
ネ
ス
が
拡
大
で
き

る
よ
う
、
さ
ま
ざ
ま
な
支
援
メ
ニ
ュ
ー

を
取
り
そ
ろ
え
て
い
ま
す
。
事
業
活
動

拠
点
と
し
て
、
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

モ
ン
の
人
工
授
精
に
成
功
し
た
ほ
か
、

天
然
・
養
殖
コ
ン
ブ
を
人
為
的
に
成
熟

さ
せ
、
早
期
に
種
苗
を
生
産
す
る
技
術

を
成
功
さ
せ
る
な
ど
、
研
究
開
発
に
着

実
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

清
水
　さ
い
た
ま
市
で
は
、
芝
浦
工
業

大
学
、
埼
玉
大
学
と
そ
れ
ぞ
れ
覚
書
を

締
結
し
、
産
学
官
の
共
同
研
究
、
社
会

実
装
の
た
め
の
産
学
協
働
、
企
業
人
材

の
育
成
や
活
用
な
ど
を
推
進
し
て
い
ま

す
。ま
た
、産
学
官
に
金
融
機
関
を
加
え
、

広
域
的
な
連
携
を
目
指
し
、「
東
日
本

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
ハ
ブ
構
想
」
を
掲

げ
て
い
ま
す
。
本
市
を
ハ
ブ
と
し
て
、

信
州
大
学
な
ど
東
日
本
地
域
の
さ
ま
ざ

ま
な
大
学
と
の
連
携
に
取
り
組
ん
で
お

り
、
将
来
的
に
は
本
市
へ
の
事
業
拠
点

進
出
の
可
能
性
が
広
が
る
よ
う
、
進
め

て
い
き
ま
す
。

今
後
期
待
さ
れ
る
、

ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャン
ス

室
井
　こ
れ
ま
で
あ
ま
り
接
点
が
な

か
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な
特
性
と
魅
力
を
有

す
る
自
治
体
同
士
が
、
協
力
し
、
施
策

を
推
進
す
る
こ
と
で 

、
魅
力
あ
る
東

日
本
地
域
と
し
て
価
値
を
向
上
で
き
そ

う
で
す
。
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
有
効
な
ス

キ
ー
ム
な
の
で
、
こ
の
枠
組
み
を
生
か

東
日
本
の「
ヒ
ト・モ
ノ・情
報
」の

交
流・発
信
を
促
進

清
水
　北
陸
新
幹
線
の
延
伸
や
北
海
道

新
幹
線
の
開
業
は
、
沿
線
地
域
の
経
済

圏
を
広
げ
、
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン

ス
を
生
み
出
し
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な

中
、
さ
い
た
ま
市
は
２
０
１
５
年
よ
り
、

「
東
日
本
連
携
・
創
生
フ
ォ
ー
ラ
ム
」（
以

下
、フ
ォ
ー
ラ
ム
）を
開
催
し
て
い
ま
す
。

ビ
ジ
ネ
ス
や
観
光
、
物
産
な
ど
、
新
幹

線
沿
線
自
治
体
に
お
け
る
広
域
連
携
を

目
的
に
、
現
在
で
は
29
の
自
治
体
が
賛

同
し
て
い
ま
す
。  

大
泉
　函
館
市
は
、
16
年
の
北
海
道
新

幹
線
開
業
の
か
な
り
前
か
ら
、
市
の
観

光
・
物
産
の
Ｐ
Ｒ
を
行
っ
て
き
ま
し
た

が
、
開
業
間
近
の
時
期
に
、
さ
い
た
ま

市
か
ら
お
声
が
け
い
た
だ
い
た
こ
と
が

き
っ
か
け
で
、
第
１
回
フ
ォ
ー
ラ
ム
か

ら
参
画
し
て
い
ま
す
。「
首
都
圏
か
ら

近
く
な
る
函
館
・
東
日
本
」
と
し
て
の

北
海
道
新
幹
線
の
利
便
性
や
魅
力
を
広

め
る
の
に
ぴ
っ
た
り
だ
と
思
い
ま
し
た
。

室
井
　会
津
若
松
市
は
、
18
年
10
月
か

ら
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
参
画
し
て
い
ま
す
。

東
日
本
大
震
災
以
降
、
本
市
の
産
業
復

興
に
支
援
を
い
た
だ
い
て
い
る
イ
オ
ン

グ
ル
ー
プ
が
、
さ
い
た
ま
市
の
ま
ち
づ

く
り
に
も
深
く
関
わ
ら
れ
て
い
た
縁
で
、

17
年
に
両
市
の
連
携
に
つ
い
て
の
ご
提

案
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
さ
い
た
ま
市

と
会
津
地
域
は
以
前
か
ら
相
互
交
流
が

行
わ
れ
て
お
り
、
ま
た
両
市
の
重
点
施

策
が
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
で
あ
る
こ
と
、

観
光
・
経
済
分
野
等
の
連
携
が
両
地
域

の
活
性
化
に
有
効
で
あ
る
こ
と
が
協
定

締
結
の
決
め
手
に
な
り
ま
し
た
。 

と
比
較
し
て
高
等
教
育
機
関
が
充
実
し

て
い
ま
す
（
図
２
）。
さ
ら
に
、
新
幹
線
、

飛
行
機
、
フ
ェ
リ
ー
と
、
陸
海
空
の
交

通
・
輸
送
体
系
が
有
機
的
に
交
差
し
、

利
便
性
に
優
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
東

京
、
大
宮
へ
の
ア
ク
セ
ス
が
よ
く
、
相

互
往
来
も
し
や
す
い
環
境
で
す
。

室
井
　会
津
若
松
市
も
大
宮
か
ら
約
２

時
間
半
で
ア
ク
セ
ス
で
き
ま
す
。
本
市

は
、
世
界
的
に
不
足
し
て
い
る
Ｓ
Ｍ
Ａ

Ｃ
Ｓ※

関
連
ス
キ
ル
を
持
つ
Ｉ
Ｃ
Ｔ
人

材
の
育
成
拠
点
と
し
て
会
津
大
学

を
有
し
て
お
り
、
こ
う
し
た
人
材

が
地
域
内
に
と
ど
ま
れ
る
選
択
肢

を
増
や
し
て
い
く
こ
と
で
、
優
秀
な

人
材
や
先
端
Ｉ
Ｃ
Ｔ・
ア
ナ
リ
テ
ィ

ク
ス
産
業
が
集
積
し
や
す
い
環
境

が
整
い
つ
つ
あ
り
ま
す
（
図
３
）。

ま
た
、
現
在
、
新
た
な
工
業
団
地
の
造

成
も
進
め
て
お
り
、
地
理
的
に
も
さ
い

た
ま
市
や
北
関
東
と
は 

親
和
性
が
高

い
こ
と
か
ら
、
広
域
的
な
企
業
活
動
に

つ
な
が
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

清
水
　東
京
、
神
奈
川
、
千
葉
、
埼
玉

の
１
都
３
県
に
加
え
、
大
宮
と
新
幹
線

で
つ
な
が
る
道
県
の
人
口
を
足
す
と
、

日
本
全
体
の
約
50
％
に
な
る
こ
と
か

ら
、さ
い
た
ま
市
に
拠
点
を
設
け
れ
ば
、

東
日
本
全
体
を
ビ
ジ
ネ
ス
エ
リ
ア
と
す

る
こ
と
が
で

き
る
と
考
え

て
い
ま
す（
図

４
）。
さ
い
た

ま
市
は
オ

フ
ィ
ス
ビ
ル

の
建
設
も
活

ま
す
。
週
末
に
は
１
日
５
０
０
０
人
を

超
え
る
来
場
者
数
で
、Ｐ
Ｒ
効
果
を
ひ

し
ひ
し
と
感
じ
て
い
ま
す
。
逆
に
、
当

市
の
食
の
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
「
は
こ
だ

て
グ
ル
メ
サ
ー
カ
ス
」
に
は
、
さ
い
た

ま
市
伝
統
産
業
の
１
つ
で
あ
る
浦
和

の
う
な
ぎ
を
弁
当
に
し
て
出
品
い
た

だ
き
、
東
日
本
連
携
と
し
て
相
互
に
Ｐ

Ｒ
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

広
域
連
携
に
よ
る
ビ
ジ
ネ
ス
環
境

大
泉
　函
館
市
は
地
域
ブ
ラ
ン
ド
イ

メ
ー
ジ
が
高
く
、
国
内
屈
指
の
観
光
地

で
あ
り
な
が
ら
、
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ

ス
や
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
も
充
実

し
て
お
り
、
ビ
ジ
ネ
ス
環
境
も
整
っ
た

街
で
す
。
夏
は
涼
し
く
、
冬
は
北
日
本

地
域
と
し
て
は
積
雪
が
少
な
い
な
ど
、

自
然
災
害
の
影
響
も
あ
ま
り
大
き
く

あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
市
内
に
は
「
公

立
は
こ
だ
て
未
来
大
学
」
や
「
函
館
工

業
高
等
専
門
学
校
」
な
ど
、
街
の
規
模

清
水
　東
日
本
連
携
の
拠
点
と
し

て
、
大
宮
駅
前
に
、
東
日
本
連
携

セ
ン
タ
ー
「
ま
る
ま
る
ひ
が
し
に

ほ
ん
」
が
あ
り
ま
す
（
図
１
）。
交

通
結
節
点
と
い
う
さ
い
た
ま
市
の

地
の
利
を
生
か
し
、「
ヒ
ト
・
モ
ノ
・

情
報
」
の
交
流
促
進
や
情
報
発
信

を
行
っ
て
お
り
、
22
年
度
は
92
万
人
も

の
方
に
お
越
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

室
井
　同
セ
ン
タ
ー
で
は
、
会
津
清
酒

や
会
津
塗
な
ど
の
地
場
産
品
を
テ
ー
マ

と
し
た
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し

た
。ま
た
、会
津
の
民
芸
品「
赤
べ
こ
」を
、

さ
い
た
ま
市
と
連
携
し
、Ｊ
リ
ー
グ
ク

ラ
ブ
チ
ー
ム
の
ラ
イ
セ
ン
ス
商
品
化
し
、

埼
玉
県
内
の
イ
オ
ン
の
一
部
店
舗
で
販

売
し
ま
し
た
。

大
泉
　函
館
市
は
19
年
か
ら
「
函
館
物

産
展
」
を
同
セ
ン
タ
ー
で
開
催
し
て
い

室井 照平氏
会津若松市長

1955年福島県生まれ。
1999年会津若松市議会議員就任、
2011年より現職（現在4期目）

清水 勇人氏
さいたま市長

1962年埼玉県生まれ。
2003年埼玉県議会議員就任、
2009年より現職（現在4期目）

※SMACS：Social、Mobile、Analytics、Cloud、Sensor（またはSecurity）の頭文字を取ったもの。
　ITの進化を議論する際の6要素といわれている

大泉 潤氏
函館市長

1966年北海道生まれ。
函館市職員を経て、

2023年より現職（現在１期目）

会津若松市とさいたま市の連携で誕生した
浦和レッズとのコラボ赤べこ

東日本の玄関口
「さいたま市」

「週刊東洋経済」2月26日発売号　_アスペクト　さいたま市
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図3　ICT産業が集まる会津若松市の環境整備
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ICTオフィス「スマートシティAiCT」入居企業

市外からの
機能移転事業者
（33社）
※主に大手企業

地元事業者
（9社）
※主にベンチャー等

首都圏等のICT関連企業の移転に加え、地域
のICT関連企業も入居しており、AiCTの入居
企業間でのイノベーションが生み出される

一般社団法人AiCTコンソーシアム

正会員
（41社）

サポート会員
（53社）

2021年6月に設立。AiCT入居企業、首都圏
等大企業、地元企業等で構成されたスマート
シティプロジェクトの実施主体

※2023年9月時点 ※2023年12月時点

図1　「まるまるひがしにほん」のイメージ

工業系

函館地域の教育機関別入学定員数グラフ 高等教育機関の産業別入学定員数グラフ

況
を
呈
し
て
お
り
、
人
口
で
も
全
国

ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
転
入
超
過
自
治
体
で

あ
る
な
ど
、
働
き
盛
り
の
子
育
て
世
代

に
選
ば
れ
、
優
秀
な
人
材
を
確
保
し
や

す
い
と
い
う
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り

ま
す
（
図
５
）。
Ｂ
Ｃ
Ｐ
の
観
点
で
は
、

内
陸
都
市
か
つ
安
定
し
た
地
盤
の
上
に

立
ち
、
将
来
的
な
災
害
リ
ス
ク
も
低
い

想
定
と
な
っ
て
い
て
、
企
業
が
バ
ッ
ク

ア
ッ
プ
拠
点
を
構
え
る
の
に
も
ふ
さ
わ

し
い
場
所
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

産
学
官
連
携
に
よ
る
、

東
日
本
の
ビ
ジ
ネ
ス
強
化

室
井
　地
域
に
新
し
い
仕
事
や
雇
用
を

生
み
出
す
こ
と
も
重
要
で
す
。
私
た
ち

は
「
魅
力
的
な
働
く
場
の
あ
る
会
津
若

松
」を
目
指
す
中
で
、ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ

の
取
り
組
み
を
始
め
ま
し
た
。
産
学
官

の
連
携
を
深
め
、
会
津
若
松
発
の
標
準

的
な
モ
デ
ル
を
構
築
し
、
国
内
の
他
地

域
に
横
展
開
し
て
い
く
こ
と
を
心
が
け

て
き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
デ
ジ
タ
ル

田
園
都
市
国
家
構
想
の
申
請
・
採
択
に

つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

大
泉
　産
学
官
の
連
携
は
都
市
を
活
気

づ
け
て
く
れ
ま
す
よ
ね
。
函
館
市
の
主

要
な
産
業
で
あ
る
漁
業
は
、
主
力
の
魚

種
で
あ
る
イ
カ
や
コ
ン
ブ
の
漁
獲
量
減

少
や
、
後
継
者
不
足
が
深
刻
な
課
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、「
つ
く
り
育

て
る
漁
業
」
へ
の
転
換
を
図
り
、
国
の

交
付
金
を
活
用
し
て
、
北
海
道
大
学
な

ど
と
の
連
携
に
よ
る
日
本
初
と
な
る
キ

ン
グ
サ
ー
モ
ン
と
コ
ン
ブ
の
完
全
養
殖

の
研
究
を
実
施
。
22
年
、
キ
ン
グ
サ
ー

し
、
さ
い
た
ま
市
や
函
館
市
な
ど
の
構

成
自
治
体
と
上
手
に
連
携
す
る
こ
と

が
、
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
の
創
出
・
拡

大
に
つ
な
が
る
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

大
泉
　「函
館
物
産
展
」
で
は
、
目
玉

企
画
の
１
つ
と
し
て
、
新
幹
線
を
使
っ

た
輸
送
に
よ
る
朝
捕
れ
生
鮮
品
の
販
売

を
行
い
ま
し
た
。
朝
、
函
館
市
の
入
舟

沖
で
漁
獲
し
た
鮮
魚
を
す
ぐ
に
加
工
・

輸
送
す
る
と
、
新
鮮
な
状
態
で
大
宮
で

も
食
べ
ら
れ
ま
す
。
今
後
も
新
幹
線
を

使
っ
た
取
り
組
み
を
拡
充
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

清
水
　東
日
本
連
携
は
、
地
域
の
経
済

圏
が
広
が
る
こ
と
で
、
各
都
市
の
ポ
テ

ン
シ
ャ
ル
が
高
ま
り
、
新
た
な
ビ
ジ
ネ

ス
チ
ャ
ン
ス
が
生
ま
れ
る
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。
新
幹
線
延
伸
の
機
を
逸
す
る

こ
と
な
く
、
さ
い
た
ま
市
が
各
都
市
の

地
域
活
性
化
を
リ
ー
ド
し
て
い
く
と

と
も
に
、
企
業
を
含
め
多
く
の
皆
様
に

お
越
し
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
さ
い
た
ま
市
は
東
日
本
の
玄
関

口
、
交
通
結
節
点
で
あ
り
、
企
業
の
事

業
拠
点
や
取
引
先
が
あ
る
各
都
市
ま

で
の
ア
ク
セ
ス
は
抜
群
で
す
。
ま
た
拠

点
進
出
後
も
ビ
ジ
ネ
ス
が
拡
大
で
き

る
よ
う
、
さ
ま
ざ
ま
な
支
援
メ
ニ
ュ
ー

を
取
り
そ
ろ
え
て
い
ま
す
。
事
業
活
動

拠
点
と
し
て
、
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

モ
ン
の
人
工
授
精
に
成
功
し
た
ほ
か
、

天
然
・
養
殖
コ
ン
ブ
を
人
為
的
に
成
熟

さ
せ
、
早
期
に
種
苗
を
生
産
す
る
技
術

を
成
功
さ
せ
る
な
ど
、
研
究
開
発
に
着

実
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

清
水
　さ
い
た
ま
市
で
は
、
芝
浦
工
業

大
学
、
埼
玉
大
学
と
そ
れ
ぞ
れ
覚
書
を

締
結
し
、
産
学
官
の
共
同
研
究
、
社
会

実
装
の
た
め
の
産
学
協
働
、
企
業
人
材

の
育
成
や
活
用
な
ど
を
推
進
し
て
い
ま

す
。ま
た
、産
学
官
に
金
融
機
関
を
加
え
、

広
域
的
な
連
携
を
目
指
し
、「
東
日
本

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
ハ
ブ
構
想
」
を
掲

げ
て
い
ま
す
。
本
市
を
ハ
ブ
と
し
て
、

信
州
大
学
な
ど
東
日
本
地
域
の
さ
ま
ざ

ま
な
大
学
と
の
連
携
に
取
り
組
ん
で
お

り
、
将
来
的
に
は
本
市
へ
の
事
業
拠
点

進
出
の
可
能
性
が
広
が
る
よ
う
、
進
め

て
い
き
ま
す
。

今
後
期
待
さ
れ
る
、

ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャン
ス

室
井
　こ
れ
ま
で
あ
ま
り
接
点
が
な

か
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な
特
性
と
魅
力
を
有

す
る
自
治
体
同
士
が
、
協
力
し
、
施
策

を
推
進
す
る
こ
と
で 

、
魅
力
あ
る
東

日
本
地
域
と
し
て
価
値
を
向
上
で
き
そ

う
で
す
。
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
有
効
な
ス

キ
ー
ム
な
の
で
、
こ
の
枠
組
み
を
生
か

東
日
本
の「
ヒ
ト・モ
ノ・情
報
」の

交
流・発
信
を
促
進

清
水
　北
陸
新
幹
線
の
延
伸
や
北
海
道

新
幹
線
の
開
業
は
、
沿
線
地
域
の
経
済

圏
を
広
げ
、
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン

ス
を
生
み
出
し
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な

中
、
さ
い
た
ま
市
は
２
０
１
５
年
よ
り
、

「
東
日
本
連
携
・
創
生
フ
ォ
ー
ラ
ム
」（
以

下
、フ
ォ
ー
ラ
ム
）を
開
催
し
て
い
ま
す
。

ビ
ジ
ネ
ス
や
観
光
、
物
産
な
ど
、
新
幹

線
沿
線
自
治
体
に
お
け
る
広
域
連
携
を

目
的
に
、
現
在
で
は
29
の
自
治
体
が
賛

同
し
て
い
ま
す
。  

大
泉
　函
館
市
は
、
16
年
の
北
海
道
新

幹
線
開
業
の
か
な
り
前
か
ら
、
市
の
観

光
・
物
産
の
Ｐ
Ｒ
を
行
っ
て
き
ま
し
た

が
、
開
業
間
近
の
時
期
に
、
さ
い
た
ま

市
か
ら
お
声
が
け
い
た
だ
い
た
こ
と
が

き
っ
か
け
で
、
第
１
回
フ
ォ
ー
ラ
ム
か

ら
参
画
し
て
い
ま
す
。「
首
都
圏
か
ら

近
く
な
る
函
館
・
東
日
本
」
と
し
て
の

北
海
道
新
幹
線
の
利
便
性
や
魅
力
を
広

め
る
の
に
ぴ
っ
た
り
だ
と
思
い
ま
し
た
。

室
井
　会
津
若
松
市
は
、
18
年
10
月
か

ら
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
参
画
し
て
い
ま
す
。

東
日
本
大
震
災
以
降
、
本
市
の
産
業
復

興
に
支
援
を
い
た
だ
い
て
い
る
イ
オ
ン

グ
ル
ー
プ
が
、
さ
い
た
ま
市
の
ま
ち
づ

く
り
に
も
深
く
関
わ
ら
れ
て
い
た
縁
で
、

17
年
に
両
市
の
連
携
に
つ
い
て
の
ご
提

案
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
さ
い
た
ま
市

と
会
津
地
域
は
以
前
か
ら
相
互
交
流
が

行
わ
れ
て
お
り
、
ま
た
両
市
の
重
点
施

策
が
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
で
あ
る
こ
と
、

観
光
・
経
済
分
野
等
の
連
携
が
両
地
域

の
活
性
化
に
有
効
で
あ
る
こ
と
が
協
定

締
結
の
決
め
手
に
な
り
ま
し
た
。 

と
比
較
し
て
高
等
教
育
機
関
が
充
実
し

て
い
ま
す
（
図
２
）。
さ
ら
に
、
新
幹
線
、

飛
行
機
、
フ
ェ
リ
ー
と
、
陸
海
空
の
交

通
・
輸
送
体
系
が
有
機
的
に
交
差
し
、

利
便
性
に
優
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
東

京
、
大
宮
へ
の
ア
ク
セ
ス
が
よ
く
、
相

互
往
来
も
し
や
す
い
環
境
で
す
。

室
井
　会
津
若
松
市
も
大
宮
か
ら
約
２

時
間
半
で
ア
ク
セ
ス
で
き
ま
す
。
本
市

は
、
世
界
的
に
不
足
し
て
い
る
Ｓ
Ｍ
Ａ

Ｃ
Ｓ※

関
連
ス
キ
ル
を
持
つ
Ｉ
Ｃ
Ｔ
人

材
の
育
成
拠
点
と
し
て
会
津
大
学

を
有
し
て
お
り
、
こ
う
し
た
人
材

が
地
域
内
に
と
ど
ま
れ
る
選
択
肢

を
増
や
し
て
い
く
こ
と
で
、
優
秀
な

人
材
や
先
端
Ｉ
Ｃ
Ｔ・
ア
ナ
リ
テ
ィ

ク
ス
産
業
が
集
積
し
や
す
い
環
境

が
整
い
つ
つ
あ
り
ま
す
（
図
３
）。

ま
た
、
現
在
、
新
た
な
工
業
団
地
の
造

成
も
進
め
て
お
り
、
地
理
的
に
も
さ
い

た
ま
市
や
北
関
東
と
は 

親
和
性
が
高

い
こ
と
か
ら
、
広
域
的
な
企
業
活
動
に

つ
な
が
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

清
水
　東
京
、
神
奈
川
、
千
葉
、
埼
玉

の
１
都
３
県
に
加
え
、
大
宮
と
新
幹
線

で
つ
な
が
る
道
県
の
人
口
を
足
す
と
、

日
本
全
体
の
約
50
％
に
な
る
こ
と
か

ら
、さ
い
た
ま
市
に
拠
点
を
設
け
れ
ば
、

東
日
本
全
体
を
ビ
ジ
ネ
ス
エ
リ
ア
と
す

る
こ
と
が
で

き
る
と
考
え

て
い
ま
す（
図

４
）。
さ
い
た

ま
市
は
オ

フ
ィ
ス
ビ
ル

の
建
設
も
活

ま
す
。
週
末
に
は
１
日
５
０
０
０
人
を

超
え
る
来
場
者
数
で
、Ｐ
Ｒ
効
果
を
ひ

し
ひ
し
と
感
じ
て
い
ま
す
。
逆
に
、
当

市
の
食
の
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
「
は
こ
だ

て
グ
ル
メ
サ
ー
カ
ス
」
に
は
、
さ
い
た

ま
市
伝
統
産
業
の
１
つ
で
あ
る
浦
和

の
う
な
ぎ
を
弁
当
に
し
て
出
品
い
た

だ
き
、
東
日
本
連
携
と
し
て
相
互
に
Ｐ

Ｒ
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

広
域
連
携
に
よ
る
ビ
ジ
ネ
ス
環
境

大
泉
　函
館
市
は
地
域
ブ
ラ
ン
ド
イ

メ
ー
ジ
が
高
く
、
国
内
屈
指
の
観
光
地

で
あ
り
な
が
ら
、
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ

ス
や
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
も
充
実

し
て
お
り
、
ビ
ジ
ネ
ス
環
境
も
整
っ
た

街
で
す
。
夏
は
涼
し
く
、
冬
は
北
日
本

地
域
と
し
て
は
積
雪
が
少
な
い
な
ど
、

自
然
災
害
の
影
響
も
あ
ま
り
大
き
く

あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
市
内
に
は
「
公

立
は
こ
だ
て
未
来
大
学
」
や
「
函
館
工

業
高
等
専
門
学
校
」
な
ど
、
街
の
規
模

清
水
　東
日
本
連
携
の
拠
点
と
し

て
、
大
宮
駅
前
に
、
東
日
本
連
携

セ
ン
タ
ー
「
ま
る
ま
る
ひ
が
し
に

ほ
ん
」
が
あ
り
ま
す
（
図
１
）。
交

通
結
節
点
と
い
う
さ
い
た
ま
市
の

地
の
利
を
生
か
し
、「
ヒ
ト
・
モ
ノ
・

情
報
」
の
交
流
促
進
や
情
報
発
信

を
行
っ
て
お
り
、
22
年
度
は
92
万
人
も

の
方
に
お
越
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

室
井
　同
セ
ン
タ
ー
で
は
、
会
津
清
酒

や
会
津
塗
な
ど
の
地
場
産
品
を
テ
ー
マ

と
し
た
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し

た
。ま
た
、会
津
の
民
芸
品「
赤
べ
こ
」を
、

さ
い
た
ま
市
と
連
携
し
、Ｊ
リ
ー
グ
ク

ラ
ブ
チ
ー
ム
の
ラ
イ
セ
ン
ス
商
品
化
し
、

埼
玉
県
内
の
イ
オ
ン
の
一
部
店
舗
で
販

売
し
ま
し
た
。

大
泉
　函
館
市
は
19
年
か
ら
「
函
館
物

産
展
」
を
同
セ
ン
タ
ー
で
開
催
し
て
い

室井 照平氏
会津若松市長

1955年福島県生まれ。
1999年会津若松市議会議員就任、
2011年より現職（現在4期目）

清水 勇人氏
さいたま市長

1962年埼玉県生まれ。
2003年埼玉県議会議員就任、
2009年より現職（現在4期目）
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1966年北海道生まれ。
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図4　新幹線でつながる大宮と東日本地域の人口割合

図5　転入超過数の多い市町村（2023年）

９年連続　全国１位

転入超過（0~14歳）
順位 市町村 超過数

1位 さいたま市 988人

2位 A市 856人

3位 B市 668人

4位 C市 535人

5位 D市 517人

29%

20%
51%

出典:令和5年1月1日住民基本台帳人口・世帯数（総務省）より作成

出典:住民基本台帳人口移動報告2023年結果（総務省）

大宮駅と新幹線で
つながる都道県の
人口割合

1都3県

新幹線沿線14道県（福井県含む）

その他の府県

況
を
呈
し
て
お
り
、
人
口
で
も
全
国

ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
転
入
超
過
自
治
体
で

あ
る
な
ど
、
働
き
盛
り
の
子
育
て
世
代

に
選
ば
れ
、
優
秀
な
人
材
を
確
保
し
や

す
い
と
い
う
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り

ま
す
（
図
５
）。
Ｂ
Ｃ
Ｐ
の
観
点
で
は
、

内
陸
都
市
か
つ
安
定
し
た
地
盤
の
上
に

立
ち
、
将
来
的
な
災
害
リ
ス
ク
も
低
い

想
定
と
な
っ
て
い
て
、
企
業
が
バ
ッ
ク

ア
ッ
プ
拠
点
を
構
え
る
の
に
も
ふ
さ
わ

し
い
場
所
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

産
学
官
連
携
に
よ
る
、

東
日
本
の
ビ
ジ
ネ
ス
強
化

室
井
　地
域
に
新
し
い
仕
事
や
雇
用
を

生
み
出
す
こ
と
も
重
要
で
す
。
私
た
ち

は
「
魅
力
的
な
働
く
場
の
あ
る
会
津
若

松
」を
目
指
す
中
で
、ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ

の
取
り
組
み
を
始
め
ま
し
た
。
産
学
官

の
連
携
を
深
め
、
会
津
若
松
発
の
標
準

的
な
モ
デ
ル
を
構
築
し
、
国
内
の
他
地

域
に
横
展
開
し
て
い
く
こ
と
を
心
が
け

て
き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
デ
ジ
タ
ル

田
園
都
市
国
家
構
想
の
申
請
・
採
択
に

つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

大
泉
　産
学
官
の
連
携
は
都
市
を
活
気

づ
け
て
く
れ
ま
す
よ
ね
。
函
館
市
の
主

要
な
産
業
で
あ
る
漁
業
は
、
主
力
の
魚

種
で
あ
る
イ
カ
や
コ
ン
ブ
の
漁
獲
量
減

少
や
、
後
継
者
不
足
が
深
刻
な
課
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、「
つ
く
り
育

て
る
漁
業
」
へ
の
転
換
を
図
り
、
国
の

交
付
金
を
活
用
し
て
、
北
海
道
大
学
な

ど
と
の
連
携
に
よ
る
日
本
初
と
な
る
キ

ン
グ
サ
ー
モ
ン
と
コ
ン
ブ
の
完
全
養
殖

の
研
究
を
実
施
。
22
年
、
キ
ン
グ
サ
ー

し
、
さ
い
た
ま
市
や
函
館
市
な
ど
の
構

成
自
治
体
と
上
手
に
連
携
す
る
こ
と

が
、
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
の
創
出
・
拡

大
に
つ
な
が
る
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

大
泉
　「函
館
物
産
展
」
で
は
、
目
玉

企
画
の
１
つ
と
し
て
、
新
幹
線
を
使
っ

た
輸
送
に
よ
る
朝
捕
れ
生
鮮
品
の
販
売

を
行
い
ま
し
た
。
朝
、
函
館
市
の
入
舟

沖
で
漁
獲
し
た
鮮
魚
を
す
ぐ
に
加
工
・

輸
送
す
る
と
、
新
鮮
な
状
態
で
大
宮
で

も
食
べ
ら
れ
ま
す
。
今
後
も
新
幹
線
を

使
っ
た
取
り
組
み
を
拡
充
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

清
水
　東
日
本
連
携
は
、
地
域
の
経
済

圏
が
広
が
る
こ
と
で
、
各
都
市
の
ポ
テ

ン
シ
ャ
ル
が
高
ま
り
、
新
た
な
ビ
ジ
ネ

ス
チ
ャ
ン
ス
が
生
ま
れ
る
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。
新
幹
線
延
伸
の
機
を
逸
す
る

こ
と
な
く
、
さ
い
た
ま
市
が
各
都
市
の

地
域
活
性
化
を
リ
ー
ド
し
て
い
く
と

と
も
に
、
企
業
を
含
め
多
く
の
皆
様
に

お
越
し
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
さ
い
た
ま
市
は
東
日
本
の
玄
関

口
、
交
通
結
節
点
で
あ
り
、
企
業
の
事

業
拠
点
や
取
引
先
が
あ
る
各
都
市
ま

で
の
ア
ク
セ
ス
は
抜
群
で
す
。
ま
た
拠

点
進
出
後
も
ビ
ジ
ネ
ス
が
拡
大
で
き

る
よ
う
、
さ
ま
ざ
ま
な
支
援
メ
ニ
ュ
ー

を
取
り
そ
ろ
え
て
い
ま
す
。
事
業
活
動

拠
点
と
し
て
、
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

モ
ン
の
人
工
授
精
に
成
功
し
た
ほ
か
、

天
然
・
養
殖
コ
ン
ブ
を
人
為
的
に
成
熟

さ
せ
、
早
期
に
種
苗
を
生
産
す
る
技
術

を
成
功
さ
せ
る
な
ど
、
研
究
開
発
に
着

実
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

清
水
　さ
い
た
ま
市
で
は
、
芝
浦
工
業

大
学
、
埼
玉
大
学
と
そ
れ
ぞ
れ
覚
書
を

締
結
し
、
産
学
官
の
共
同
研
究
、
社
会

実
装
の
た
め
の
産
学
協
働
、
企
業
人
材

の
育
成
や
活
用
な
ど
を
推
進
し
て
い
ま

す
。ま
た
、産
学
官
に
金
融
機
関
を
加
え
、

広
域
的
な
連
携
を
目
指
し
、「
東
日
本

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
ハ
ブ
構
想
」
を
掲

げ
て
い
ま
す
。
本
市
を
ハ
ブ
と
し
て
、

信
州
大
学
な
ど
東
日
本
地
域
の
さ
ま
ざ

ま
な
大
学
と
の
連
携
に
取
り
組
ん
で
お

り
、
将
来
的
に
は
本
市
へ
の
事
業
拠
点

進
出
の
可
能
性
が
広
が
る
よ
う
、
進
め

て
い
き
ま
す
。

今
後
期
待
さ
れ
る
、

ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャン
ス

室
井
　こ
れ
ま
で
あ
ま
り
接
点
が
な

か
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な
特
性
と
魅
力
を
有

す
る
自
治
体
同
士
が
、
協
力
し
、
施
策

を
推
進
す
る
こ
と
で 
、
魅
力
あ
る
東

日
本
地
域
と
し
て
価
値
を
向
上
で
き
そ

う
で
す
。
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
有
効
な
ス

キ
ー
ム
な
の
で
、
こ
の
枠
組
み
を
生
か

東
日
本
の「
ヒ
ト・モ
ノ・情
報
」の

交
流・発
信
を
促
進

清
水
　北
陸
新
幹
線
の
延
伸
や
北
海
道

新
幹
線
の
開
業
は
、
沿
線
地
域
の
経
済

圏
を
広
げ
、
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン

ス
を
生
み
出
し
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な

中
、
さ
い
た
ま
市
は
２
０
１
５
年
よ
り
、

「
東
日
本
連
携
・
創
生
フ
ォ
ー
ラ
ム
」（
以

下
、フ
ォ
ー
ラ
ム
）を
開
催
し
て
い
ま
す
。

ビ
ジ
ネ
ス
や
観
光
、
物
産
な
ど
、
新
幹

線
沿
線
自
治
体
に
お
け
る
広
域
連
携
を

目
的
に
、
現
在
で
は
29
の
自
治
体
が
賛

同
し
て
い
ま
す
。  

大
泉
　函
館
市
は
、
16
年
の
北
海
道
新

幹
線
開
業
の
か
な
り
前
か
ら
、
市
の
観

光
・
物
産
の
Ｐ
Ｒ
を
行
っ
て
き
ま
し
た

が
、
開
業
間
近
の
時
期
に
、
さ
い
た
ま

市
か
ら
お
声
が
け
い
た
だ
い
た
こ
と
が

き
っ
か
け
で
、
第
１
回
フ
ォ
ー
ラ
ム
か

ら
参
画
し
て
い
ま
す
。「
首
都
圏
か
ら

近
く
な
る
函
館
・
東
日
本
」
と
し
て
の

北
海
道
新
幹
線
の
利
便
性
や
魅
力
を
広

め
る
の
に
ぴ
っ
た
り
だ
と
思
い
ま
し
た
。

室
井
　会
津
若
松
市
は
、
18
年
10
月
か

ら
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
参
画
し
て
い
ま
す
。

東
日
本
大
震
災
以
降
、
本
市
の
産
業
復

興
に
支
援
を
い
た
だ
い
て
い
る
イ
オ
ン

グ
ル
ー
プ
が
、
さ
い
た
ま
市
の
ま
ち
づ

く
り
に
も
深
く
関
わ
ら
れ
て
い
た
縁
で
、

17
年
に
両
市
の
連
携
に
つ
い
て
の
ご
提

案
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
さ
い
た
ま
市

と
会
津
地
域
は
以
前
か
ら
相
互
交
流
が

行
わ
れ
て
お
り
、
ま
た
両
市
の
重
点
施

策
が
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
で
あ
る
こ
と
、

観
光
・
経
済
分
野
等
の
連
携
が
両
地
域

の
活
性
化
に
有
効
で
あ
る
こ
と
が
協
定

締
結
の
決
め
手
に
な
り
ま
し
た
。 

と
比
較
し
て
高
等
教
育
機
関
が
充
実
し

て
い
ま
す
（
図
２
）。
さ
ら
に
、
新
幹
線
、

飛
行
機
、
フ
ェ
リ
ー
と
、
陸
海
空
の
交

通
・
輸
送
体
系
が
有
機
的
に
交
差
し
、

利
便
性
に
優
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
東

京
、
大
宮
へ
の
ア
ク
セ
ス
が
よ
く
、
相

互
往
来
も
し
や
す
い
環
境
で
す
。

室
井
　会
津
若
松
市
も
大
宮
か
ら
約
２

時
間
半
で
ア
ク
セ
ス
で
き
ま
す
。
本
市

は
、
世
界
的
に
不
足
し
て
い
る
Ｓ
Ｍ
Ａ

Ｃ
Ｓ※

関
連
ス
キ
ル
を
持
つ
Ｉ
Ｃ
Ｔ
人

材
の
育
成
拠
点
と
し
て
会
津
大
学

を
有
し
て
お
り
、
こ
う
し
た
人
材

が
地
域
内
に
と
ど
ま
れ
る
選
択
肢

を
増
や
し
て
い
く
こ
と
で
、
優
秀
な

人
材
や
先
端
Ｉ
Ｃ
Ｔ・
ア
ナ
リ
テ
ィ

ク
ス
産
業
が
集
積
し
や
す
い
環
境

が
整
い
つ
つ
あ
り
ま
す
（
図
３
）。

ま
た
、
現
在
、
新
た
な
工
業
団
地
の
造

成
も
進
め
て
お
り
、
地
理
的
に
も
さ
い

た
ま
市
や
北
関
東
と
は 

親
和
性
が
高

い
こ
と
か
ら
、
広
域
的
な
企
業
活
動
に

つ
な
が
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

清
水
　東
京
、
神
奈
川
、
千
葉
、
埼
玉

の
１
都
３
県
に
加
え
、
大
宮
と
新
幹
線

で
つ
な
が
る
道
県
の
人
口
を
足
す
と
、

日
本
全
体
の
約
50
％
に
な
る
こ
と
か

ら
、さ
い
た
ま
市
に
拠
点
を
設
け
れ
ば
、

東
日
本
全
体
を
ビ
ジ
ネ
ス
エ
リ
ア
と
す

る
こ
と
が
で

き
る
と
考
え

て
い
ま
す（
図

４
）。
さ
い
た

ま
市
は
オ

フ
ィ
ス
ビ
ル

の
建
設
も
活

ま
す
。
週
末
に
は
１
日
５
０
０
０
人
を

超
え
る
来
場
者
数
で
、Ｐ
Ｒ
効
果
を
ひ

し
ひ
し
と
感
じ
て
い
ま
す
。
逆
に
、
当

市
の
食
の
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
「
は
こ
だ

て
グ
ル
メ
サ
ー
カ
ス
」
に
は
、
さ
い
た

ま
市
伝
統
産
業
の
１
つ
で
あ
る
浦
和

の
う
な
ぎ
を
弁
当
に
し
て
出
品
い
た

だ
き
、
東
日
本
連
携
と
し
て
相
互
に
Ｐ

Ｒ
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

広
域
連
携
に
よ
る
ビ
ジ
ネ
ス
環
境

大
泉
　函
館
市
は
地
域
ブ
ラ
ン
ド
イ

メ
ー
ジ
が
高
く
、
国
内
屈
指
の
観
光
地

で
あ
り
な
が
ら
、
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ

ス
や
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
も
充
実

し
て
お
り
、
ビ
ジ
ネ
ス
環
境
も
整
っ
た

街
で
す
。
夏
は
涼
し
く
、
冬
は
北
日
本

地
域
と
し
て
は
積
雪
が
少
な
い
な
ど
、

自
然
災
害
の
影
響
も
あ
ま
り
大
き
く

あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
市
内
に
は
「
公

立
は
こ
だ
て
未
来
大
学
」
や
「
函
館
工

業
高
等
専
門
学
校
」
な
ど
、
街
の
規
模

清
水
　東
日
本
連
携
の
拠
点
と
し

て
、
大
宮
駅
前
に
、
東
日
本
連
携

セ
ン
タ
ー
「
ま
る
ま
る
ひ
が
し
に

ほ
ん
」
が
あ
り
ま
す
（
図
１
）。
交

通
結
節
点
と
い
う
さ
い
た
ま
市
の

地
の
利
を
生
か
し
、「
ヒ
ト
・
モ
ノ
・

情
報
」
の
交
流
促
進
や
情
報
発
信

を
行
っ
て
お
り
、
22
年
度
は
92
万
人
も

の
方
に
お
越
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

室
井
　同
セ
ン
タ
ー
で
は
、
会
津
清
酒

や
会
津
塗
な
ど
の
地
場
産
品
を
テ
ー
マ

と
し
た
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し

た
。ま
た
、会
津
の
民
芸
品「
赤
べ
こ
」を
、

さ
い
た
ま
市
と
連
携
し
、Ｊ
リ
ー
グ
ク

ラ
ブ
チ
ー
ム
の
ラ
イ
セ
ン
ス
商
品
化
し
、

埼
玉
県
内
の
イ
オ
ン
の
一
部
店
舗
で
販

売
し
ま
し
た
。

大
泉
　函
館
市
は
19
年
か
ら
「
函
館
物

産
展
」
を
同
セ
ン
タ
ー
で
開
催
し
て
い
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